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【本書内のシステム画面写真】 

本書内で使用している画面は，開発中のものですので，実際とは異なっている場合があります。そ

の場合は，本書の説明と実際の画面とを対比しながら適宜読み替える必要があります。 
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できません。 

「この空中写真は、国土地理院長の承認を得て、同院撮影の空中写真を複製したものである。（承認

番号 平 18 総複、第 681 号）」 
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はじめに 

圃場地図作成ガイド（本書）の利用手順 

本書は，本システムで不可欠な要素である「圃場地図」を作成・編集するための手順

や操作法を説明しています。実際に操作しながら読み進めていくことで，圃場地図の作

成方法が習得できるように構成されています。 

また，タイトル毎に【概略】，【操作】，【解説】などの項目に分けて説明されているの

で必要な内容だけをチェックすることもできます。 

習熟状況に合わせて，本書を活用してください。 

その他のユーザガイドについて 

本システムでは，本書の他に以下のユーザガイド（取説）が用意されています。目的

に応じてそれぞれのガイドを活用してください。 

 

 インストールガイド--------- 本システムの動作に必要なシステム構成や導入（セットア

ップ）手順，最初の起動，システム全体の操作手順概略，

アンインストール方法などが説明されています。本システ

ムを使用する場合，最初に利用します。 

 初期設定ガイド -------------- 作業計画・管理の対象となる管理ファイルを登録・管理し，

マスタデータと呼ばれる基本共通情報を登録・管理する手

順が説明されています。圃場地図作成ガイドの次に目を通

して，管理ファイルやマスタデータを作成・入力するため

に利用します。 

 作業計画管理ガイド--------- 本システムの中核となる作業計画管理手順が説明されて

います。これまでに作成された圃場地図や管理ファイル・

マスタデータに基づき，システム内に用意された各種台帳

に対してデータ入力・確認・表示・印刷などの操作を日々

行いながら栽培管理を進めていくために利用します。 

 作業計画計算ガイド--------- 水稲の春作業（代かき・田植え）および秋作業（収穫）を

対象とした当初計画・実行計画を作成する手順が説明され

ています。農繁期前にこれらの期間を通じた作業計画を作

成する際に利用します。 

 周辺ツールガイド ----------- これまでのガイドに含まれていないその他の各種ツール

プログラム（書類作成，圃場 DB アップデータ／バックア

ップ・リストア，クエリビルダ，農薬 DB 管理ツールなど）

についての操作手順が説明されています。 

本書利用上の注意点 

本書において本システムの操作説明等に使用しているシステム画面（画像）は，本シ

ステム開発時点のものであり，実際の画面と異なっている場合があります。その場合は，

実際の画面表示に従って，本書での説明を適宜読み替えて使用してください。 
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最新の情報，システムや本書の更新版の入手については，以下の本システムサポート

サイトで随時情報提供を行っていますので，時々チェックしてください。 

 

作業計画・管理支援システム（PMS）サポートサイト 

URL: http://www.aginfo.jp/PMS/ 

 

本システムの圃場地図について 

本システムを使い始めるには，まず，管理対象となる地域の圃場区画情報を持つ圃場

図ファイル（シェイプ形式と呼ばれるファイルです）と，圃場図の背景に表示する航空

写真や地形図の画像を持つ背景図ファイルを作成します。背景図ファイルはなくてもシ

ステムは動作しますが，圃場図ファイルは必ず必要です。 

本システムでは圃場図と背景図を併せて「圃場地図」と呼びます。 
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圃場地図作成の概要 

圃場図・背景図とは？【解説】 

本システムでは，図1のように管理しようとする圃場を含む地域の地図を使用します。

地図を使用することで，圃場の位置関係や複数の圃場での栽培状況や作業進捗状況など

を一目で把握できるからです。 

この地図には 2 種類あって，１つは圃場区画（形状）を表示する圃場図と呼ばれる地

図です。圃場 1 筆ずつの形状が「ESRI シェイプ形式」と呼ばれるファイル形式で保存さ

れ，本システムで表示されます。シェイプ形式は圃場の形（シェイプ）を地球上の地理

座標系を用いて表現するとともに，個々のシェイプに対応した属性情報としてさまざま

な付帯情報を持つことができるようになっています。 

もう１つは圃場図の背景に表示され，圃場区画（シェイプ）以外のさまざまな地形情

報を視覚的に表示する背景図（画像ファイル，通常 TIFF 形式と呼ばれる画像を使用し

ます）です。 

圃場図（シェイプ）が個々の圃場の形を表示するのに対し，背景図は画像ファイルな

ので，画像であればどのような内容でも表示できます。通常は，管理対象地域の 1/2,500

～1/25,000 地形図をスキャナで取り込んだ画像ファイルや，上空から撮影された空中写

真画像ファイルなどを使用します。圃場図だけの場合，圃場の形だけが表示されるので，

圃場の周りの地形や土地利用状況は分かりませんが，背景図を使用することで，圃場の

位置や立地条件などが格段に分かり易くなります。 

 

 
図1 作業計画管理支援システムのメイン画面 

圃場図（圃場区画を表します。緑や青，橙などで色づけされた部分）

は背景図の前面に表示されます。背景図はこの例では空中写真画像を

使用しています。 
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原図データの入手・作成の流れ【概略】 

圃場図を作成するには，最初に管理対象地域の圃場区画を表示している大縮尺の地形

図（紙地図）またはそれが電子化された地図ファイルを入手する必要があります。一般

に，管理しようとする圃場地域が属する自治体の役所や土地改良事務所などが所有して

いるので，問い合わせて入手します（図 2）。 

 

スタート

電子地図？

スキャナ読み込みによる電子化
（画像ファイル作成）

座標情報付加
（ジオレファレンス）

（ワールドファイル作成）

シェイプ形式？

シェイプ形式への変換
（シェイプファイル作成）

属性定義追加
（シェイプDBF編集）

圃場中心座標計算
（シェイプDBF編集）

初期属性データ入力
（シェイプDBF編集）

No

Yes

No

画像ファイル？

Yes

Yes No

圃場図完成

圃場シェイプ作成
（シェイプファイル作成）

背景図完成

自治体等から入手？

Yes

国土地理院・
日本地図センターから購入
（数値地図画像，航空写真）

No

座標情報有り？

Yes

GPS測量，
三角点参照など

No

 

図2 圃場図・背景図の一般的な作成手順 

 

紙地図を入手した場合は，それをスキャナで読み込み電子化（画像ファイル化）しま

す。この作業には大形のスキャナが必要となりますので，通常，外注により対応するこ

とになります。スキャナで読み込まれた地図は画像ファイルに変換されていますので，

本システムの背景図として利用することができます。 

地図画像（背景図）が入手または作成できたら，本システムの圃場図作成機能を用い

て，圃場図（シェイプ形式）ファイルを作成します。もちろん，圃場図作成も含めて外

注することもできます。 

一方，自治体等から電子地図を入手した場合は，そのファイル形式がシェイプ形式で

あればそのまま使用できる可能性が高いですが，シェイプ形式でない場合は外注するか

変換ツールを使用してシェイプ形式に変換する必要があります。 

以上が大まかな流れです。具体的な手順については，次の「背景図の作成」（p.5），「圃

場図の作成」（p.9）を参照してください。 
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背景図の作成【手順】 

元データの入手 

背景図としては，通常，対象地域を管轄する自治体が所有している 1/2,500～1/25,000

程度の地形図や，国土地理院（販売は日本地図センター）の地図画像データ・空中写真

などを使用します。 

対象とする地域の範囲と元地図の縮尺・カバー範囲によって，複数枚の地形図や地図

画像データになる場合もあります。自治体の役所に問い合わせて入手が可能か確認しま

す。なお，圃場図を作成する際には，圃場区画が明瞭に分かる地形図・空中写真などが

必要となりますので，通常 1/2,500～1/5,000 程度の大縮尺のものが必要になります。 

紙地図の場合は，用紙サイズがかなり大きくなるので（通常 B1 サイズ程度にはなりま

す），外注により画像ファイルに変換します。役所等が電子化された地図（地形図画像ま

たはベクトル化された圃場図など）を保有していればそれを入手すると，以下に説明す

るいくつかの作業を省略できるので，紙地図と併せて，電子地図の有無・提供可否につ

いても問い合わせてみるとよいです。 

入手可能な元データが，紙地図，地図画像ファイル，電子地図（圃場区画がベクトル

データ化された地図）のどれであるかによって，以降の必要な作成作業が異なってきま

すので，図 2 を参照しながら作業を進めてください。 

外注による紙地図の画像ファイル化 

自治体から入手可能な地図データが紙地図の場合は，電子化（デジタルデータ化）す

るために，紙地図をスキャナと呼ばれる装置でスキャンし，画像ファイル化します。こ

の作業は大型のスキャナを必要としますので，そのようなスキャナを所有する業者に作

業を依頼することになります。 

紙地図をスキャンし画像ファイル化する際の要点（依頼条件）は以下のようになりま

すので，外注する際の参考にしてください。 

 

 カラー／モノクロ -------- 通常，モノクロで十分です。 

 スキャン解像度 ----------- 300DPI が目安です。 

 出力形式 -------------------- 通常，TIFF 形式で問題ないです。 

 画像ファイル加工 -------- 必要に応じて，トリミング処理も依頼します。 

 

画像ファイルの加工 

外注により紙地図をスキャンして作成した地図画像ファイルや，国土地理院から購入

した地図画像データには，地形図の表示範囲の外に余白部分があります。この余白は，

本システムにおいて背景図として使用する際には不要ですので，必要に応じて，この余

白部分を除去します（図 3）。 

特に，背景図を複数の画像ファイルに分けて使用する場合は，境目にこの余白が表示

されて見づらくなりますので，余白を除去しておくのが望ましいです。 

お手持ちの任意のグラフィックソフトを利用してトリミングを行うか，紙地図からス

キャンして地図画像ファイルを作成してもらう際に，余白のトリミングも併せて依頼す

ると良いでしょう。 

なお，一般に地図画像ファイルはかなり大きなサイズ（画素数）となりますので，お

手持ちのグラフィックソフトを利用する場合は，ファイルサイズが大きすぎて読み込め
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ない場合もあります。その場合は，別のグラフィックソフトでお試しください。それで

も駄目な場合は外注等により対応することになります。 

 

 

↓ 

座標表示を含む余白を除去 

↓ 

 

図3 地図画像のトリミング（余白削除）作業 

（国土地理院発行数値地図25000（地図画像）『福山東部』の例です） 

 

作成された画像ファイル（通常 TIFF 形式）は，既定では「共通プログラムデータフ

ォルダ*」以下の”AGinfo¥PMS¥SHP”フォルダ内に保存します。もちろん，それ以外の

場所に保存することも可能です。 

                                                      
* XP では通常”C:¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data”，Vista 以

降では通常”C:¥ProgramData”です。 
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空中写真画像の入手 

自治体から空中写真画像を入手できる場合は，それが電子化されていなければ紙地図

の場合と同様にして画像ファイル化（電子化）します。 

自治体から入手できない場合は，国土地理院（日本地図センターが販売）が公開して

いる空中写真画像（国土変遷アーカイブ）や陸域観測技術衛星（ALOS：だいち）で撮影

された画像を 2 次メッシュ単位で加工したもの（だいちマップ）などを購入して利用で

きます。これらの画像ファイルの入手方法については 日本地図センター

<http://www.jmc.or.jp/> お よ び 同 セ ン タ ー の ネ ッ ト シ ョ ッ ピ ン グ サ イ ト

<http://net.jmc.or.jp/index.html>を参照してください（図 4）。 

また，ALOS データについてはリモートセンシング技術センター（RESTEC）の ALOS

サ イ ト <http://www.alos-restec.jp/> お よ び そ の オ ン ラ イ ン 検 索 ・ 注 文 サ イ ト

<https://cross.restec.or.jp/cross/CfcLogin.do?locale=ja>から購入することもできます。

この他，代理店経由など入手方法はいくつかあります。 

これらの画像入手先では各種の画像形式で販売されていますが，画像形式としては地

理座標情報を含む「GeoTIFF」形式を指定できる場合はこれを入手するのが便利です。 

 

 

図4 国土変遷アーカイブでの閲覧例 

（この例は2005年に撮影された福山市上空の空中写真を閲覧しています） 

 

空中写真画像の加工 

空中写真は撮影時の航空機や衛星の姿勢によって画像の上が北となっているとは限り

ません。補正されていない場合は画像回転などの補正が必要です。 

本システムでは後述の地理座標情報作成ソフト（WldMaker）または圃場図作成ソフ

ト（ShapeMaker）を用いて画像回転補正を行うことができます。詳細は「画像表示と

回転ズレ補正」（p.53）を参照してください。 

また，トリミング(不要部分を除去し必要な部分のみを取り出す)処理を行えば，画像サ

イズを小さくでき，読み込み時間の短縮や使用メモリ軽減が可能となります。 
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地理座標情報の追加 

自治体や国土地理院から入手した地形図（紙地図，地図画像のいずれも）には，その

表示範囲を示す緯度・経度情報（採用している座標系による値表示で，平面直角座標系

ではメートル若しくはキロメートル表示）と，表示に使用している座標系が記載されて

います。これらをまとめて，その地図の「地理座標」と呼びます。 

本システムでは，後で作成する圃場図と重ね合わせて表示する際に，この地理座標を

使用します。このため，これまでの作業で作成した背景画像に地理座標情報が含まれて

いない場合は，背景画像に地理座標を追加する必要があります。 

空中写真画像についても，GeoTIFF 形式のような地理座標が含まれている場合を除い

て，背景画像に地理座標情報を追加します。 

この追加作業には，本システムに含まれている「地理座標情報（ワールドファイル）

作成支援プログラム：WldMaker」を使用します（図 5）。具体的な操作法については「ワ

ールドメーカ」（p.16）を参照してください。 

 

 
図5 ワールドファイル作成支援プログラム「WldMaker」 

 

このツールにより，画像ファイルの地理座標情報を持つワールドファイル（TIFF 画像

に対しては拡張子”.tfw”が付きます）が生成されます。本システムでは地図画像ファイ

ル（TIFF 画像の場合拡張子は”.tif”）とワールドファイル（同”.tfw”）の 2 つのファイル

をセットにして背景図ファイルとして使用します。 

後に作業計画管理用のファイル（「管理ファイル」と呼びます）を作成した際に，この

地図画像ファイルを指定することになるので，適当なフォルダ若しくは「共通プログラ

ムデータフォルダ」内の”AGinfo¥PMS¥SHP¥”内に，この 2 つのファイルを格納してお

きます。 

以上で，圃場地図のうち，背景図は作成できました。次は圃場図を作成します。 
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圃場図の作成【手順】 

元データの入手 

背景図の場合と同様に，対象地域を管轄する自治体の役所（農地課など）や土地改良

事務所などに問い合わせて，圃場区画レベルで電子化された地図があるか確認します。 

電子化された圃場区画レベルの地図があれば，それが圃場区画をポリゴン（多角形）

で表現されたシェイプファイル形式であるか確認します。圃場区画がポリゴンで表され

ているシェイプ形式の場合は，そのまま本システムで利用できる可能性が高いですが，

それ以外の場合は，シェイプ形式でない場合も含め，データ変換が必要となります。こ

の場合，背景図を元にして自分で圃場図を作成するのでなければ，自治体の電子地図を

納入した業者等に問い合わせて，シェイプ形式への変換を依頼します。 

 

 

図6 自治体から提供されたシェイプファイルの例 

 

電子化された地図がない場合や，シェイプ形式への変換を外注しない場合は，地理座

標が付加されている背景図を元に，本システムに付属の圃場図作成支援ソフト

（ShapeMaker）を用いて，圃場図を作成します。 

図 2 の作成作業の流れにあるように，元データが紙地図の場合には電子化した上で必

要な加工を行い，地理座標情報を付加して背景図ファイルを作成します。空中写真や地

図画像データの場合も必要な加工を行った上で地理座標情報を付加して背景図ファイル

を作成します。何れの場合も圃場図の作成に用いる背景図は，圃場区画が識別できる大

縮尺の地形図（1/5,000 程度）・空中写真などから作成したものである必要があります。 

背景図を元にした圃場図の作成 

これまでに作成した背景図を使用して，圃場図（圃場一筆毎の区画・形状を表す地図）

を作成するには，本システムに付属の「圃場図作成支援プログラム（ShapeMaker）」を

使用して，背景図に表示された圃場を一筆ずつ，区画形状をポイント入力しながら圃場

図を作成します（図 7）。 
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図7 圃場図作成支援プログラム「ShapeMaker」 

 

圃場図作成支援プログラム（ShapeMaker）の具体的な操作手順については「圃場図

作成支援プログラム：ShapeMaker」（p. 24）を参照してください。 

このツールにより，圃場区画をポリゴン（多角形）のベクトル情報として表現する圃

場図（ESRI シェイプファイル）が生成されます。 

生成された圃場図ファイルは，背景図の場合と同様，後ほど作成する管理ファイルに

登録する必要があるので，適当なドキュメントフォルダか，または「共通プログラムデ

ータフォルダ」以下の”AGinfo¥PMS¥SHP”フォルダ内に保存します。 

また，外注して圃場図を作成する場合は，次に説明する「属性データの追加」も併せ

て行う必要があります。外注する際のシェイプファイル仕様については，「付録」の「シ

ェイプファイル仕様」（p.61）を参考にして業者に依頼してください。 

属性フィールド・データの追加 

本システムで使用する圃場図はシェイプファイルです。シェイプファイルには，図形

を表すシェイプ（形状）情報の他に，そのシェイプに関連づけられたさまざまな情報（「属

性」と呼びます）を保存できるようになっています。属性データは，シェイプファイル

を構成するファイルの一つである「属性ファイル」（拡張子”.dbf”）に保存されます。 

本システムでは，シェイプファイルの属性機能を利用して，以下の属性情報を登録し

て使用します。 

 

 ID -------------------------------- 圃場コード 

 地番 ----------------------------- 圃場の地番 

 氏名 ----------------------------- 圃場を所有する農家名 

 地積 ----------------------------- 圃場の登記上の面積（平方メートル単位） 

 水張面積（※） -------------- 圃場の耕作面積（平方メートル単位） 

 連番（※） -------------------- 圃場シェイプの通し番号 
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 X_COORD（※） ------------ 圃場の中心座標 X（平面直角座標系） 

 Y_COORD（※） ------------ 圃場の中心座標 Y（平面直角座標系） 

 LAT（※） -------------------- 圃場の中心緯度（°）eg. 35.3412 

 LON（※） -------------------- 圃場の中心経度（°）eg. 134.3838 

 収穫日 -------------------------- 収穫計算結果 

 田植え日 ----------------------- 田植え計算結果 

 代掻き日 ----------------------- 代掻き計算結果 

 受託日 -------------------------- 受託日条件設定 

 条件 ----------------------------- 作業期間条件設定 

（詳細仕様については「付録」（p.61）を参照） 

 

これまでの手順で作成した圃場図シェイプファイルの属性ファイル（*.dbf）に上記の

属性フィールドを追加する必要があります。また，上記において「（※）」を付した属性

については，個々の圃場（ポリゴンシェイプ）の値を求めて入力しておく必要がありま

す。 

本システムに付属する「圃場図作成支援プログラム（ShapeMaker）」（図 7）を使用し

て圃場図を作成した場合は，上記属性フィールドの追加および幾つかの必須属性の値入

力は，シェイプファイル読み込み時に自動的に実行されます（図 8）。 

 

 
図8 属性データの登録例（ShapeMakerによる表示） 

 

外注で圃場図シェイプファイルを作成する場合には，「付録」の「シェイプファイル仕

様」（p.61）を参考にして，属性データの作成も業者に依頼してください。 

依頼しなかった場合，また元データとしてシェイプファイルが最初から入手できた場

合でも，「圃場図作成支援ソフト（ShapeMaker）」を用いて，所定の属性フィールドと

データを追加できます。この時，”X_COORD”～”LON”の座標 4 項目は自動設定され

ないので，読み込み後属性テーブルを開いてこれら 4 項目の値を設定します。 

 

以上の作業により，シェイプファイルを作成できると，背景図と併せて本システムを
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使用するために必要な圃場地図の準備ができたことになります。 

なお，可能であれば「（※）」以外のフィールドで，「ID」，「地番」，「氏名」は適切なデ

ータを入力しておきます。後ほど，作業計画管理において，新規に土地台帳へ入力する

際に，予めここで作成した圃場図から土地台帳へのデータインポート機能を利用すると，

土地台帳にこれらの項目がコピーされ，土地台帳に入力する手間を省略できます。 

この時の圃場図属性項目と作業計画管理の土地台帳項目の対応は以下のとおりです。 

 

 ID→圃場コード -------------- 圃場図の「ID」カラムは土地台帳の「圃場コード」として

使用されます。作業計画管理（メインプログラム）におい

ては，「圃場コード」が指定されている区画が管理対象と

なります。圃場図上に区画（ポリゴン）として登録されて

いても対応する土地台帳上の「圃場コード」が指定されて

いなければ計画管理の対象圃場とはなりません。 

 地番→地番 -------------------- 圃場図の「地番」カラムは土地台帳の「地番」項目として

使用されます。 

 氏名→所有者，耕作者 ------ 圃場図の「氏名」カラムは土地台帳の「所有者」「耕作者」

として使用されます（実際は農家マスタを参照して，名前

からコードに変換されて土地台帳に設定されます。このた

め，農家マスタの設定も必要となります）。 

 

一度作成した圃場地図（外注作成の場合も含めて）は，その後大きな基盤整備や道路

工事，宅地転用などが無い限り，そのまま使用し続けることができます。毎年，合筆や

分筆などにより，少しずつ圃場区画が変わる場合も予想されますが，そのような場合は

その区画だけ更新すれば十分です。もちろん，更新した圃場のデータは新たに入力し直

す必要がありますが，すべての圃場を作り直すことを考えればその作業量は僅かです。 

 

 

〔メモ〕 
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圃場地図作成支援ソフトの構成 

本システムに含まれている，圃場地図作成に必要なプログラムは以下のとおりです。 

 

 地理座標情報作成 ----------- 背景図に使用する画像ファイルに地理情報（平面直角座標

系）を付与します。地理座標情報としては ESRI ワールド

ファイルを出力します。これを画像ファイルとペアで使用

することにより，地理座標情報付きの背景図として利用で

きるようになります。 

地理情報（緯度・経度値，平面直角座標値）に基づいて新

規に ESRI ワールドファイルを作成する”WldMaker.exe”

と，既存の地理情報付き背景図を参照しながら新たな

ESRI ワールドファイルを作成する”WldMaker2.exe”の 2

つがあります。 

 圃場図作成 -------------------- 地理情報付き背景図を元にして，ESRI シェイプ形式の圃

場図ファイルを作成します。複数の ESRI シェイプファイ

ル（圃場図）を結合したり，システムが使用する既定の属

性データを追加・編集したりできます。この他，DXF フ

ァイル形式を読み込んで，表示・座標変換・ESRI シェイ

プ出力します。 

プログラムファイル名は”ShapeMaker.exe”です。 

 DXF→SHP 変換 ------------- AutoCAD の DXF ファイル（テキスト形式に限ります）を

読み込んで ESRI シェイプ形式ファイルに変換します。プ

ログラムファイル名は”DxfConv.exe”です。 

 SIMA→SHP 変換 ----------- 測量機器業界の共通ファイルフォーマットである SIMA

形式ファイルを読み込んで，ESRI シェイプ形式に変換・

出力します。対応しているのは SIMA図形要素の内，A,B,D

データのみで他のデータ要素には対応していません。 

プログラムファイル名は”Sima2Shp.exe”です。 

 

以下，これらのプログラムについて，説明しています。 
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〔メモ〕 
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背景図座標作成（ワールドメーカ） 

背景図の地理座標とは？【解説】 

本システムで使用する背景図は，WindowsPC 上で一般的に利用可能なグラフィック画

像ファイル形式の一つである TIFF（「ティフ」と呼びます），Bitmap（「ビットマップ」

と呼びます），JPEG（「ジェイペグ」と呼びます）のいずれかとなります。これらのグラ

フィックファイルには 1024×768 ピクセルのように縦横の画面上サイズがあります。こ

のサイズに対応して，画面左上を原点とすると，任意のピクセル座標が（356, 592）な

どと表すことができます。 

一方，この画像ファイルを，本システムで背景図として使用する際には，画像上のあ

るピクセルが，地球上のある地点（といっても幅を持っています）を表しています。こ

の画像上のピクセルに対応する地球上の地点の座標のことを「地理座標」と呼びます。 

本システムでは，日本国内の地形図（特に大縮尺の）で用いられている「平面直角座

標系」という地理座標系を使用しています。この座標系は，海域・離島を含む日本国土

を全部で 19 の座標系に分け，それぞれの原点の緯度経度を定めて，原点からのメートル

単位で，地点座標を取るようになっています。 

「平面直角座標系」について詳しく知りたい方は，国土地理院の Web サイト

（http://www.gsi.go.jp）などを参照してください。 

本システムでは，背景図の座標系として，単なる画面上のピクセル座標ではなく，こ

の平面直角座標系を採用していますので，紙地図や数値地図画像などの画像データに，

この平面直角座標系での地点座標を与える必要があります。このために使用されるのが

「ワールドファイル」と呼ばれるテキスト形式の簡単なファイルです。 

ワールドファイルの形式は以下のようになっています。 

 

0.69535318663968  ・・・・・・東西方向 1 ピクセル当たりの幅 

0.00000000000000  ・・・・・・行の回転角度（0.0 のままで結構です） 

0.00000000000000  ・・・・・・列の回転角度（0.0 のままで結構です） 

-0.69535318663968  ・・・・・・南北方向 1 ピクセル当たりの幅 

111591.24926095600000  ・・・・画像原点（左上隅）の東西地理座標 

-165533.09020861742000  ・・・・画像原点（左上隅）の南北地理座標 

図9 ワールドファイルの形式 

 

平面直角座標系では，これらの数値の単位は「メートル」となります。19 の座標系原

点からの地理上の距離および 1 ピクセル当たりの地理上の幅を表現している形式です。 

この形式を理解すれば，手計算でワールドファイルを作成することも可能ですが，画

像上のピクセル座標を求めたり，地理座標から距離を算出したり，といった操作を，画

面上で簡単に行えるようにした「ワールドファイル作成支援プログラム」（通称ワールド

メーカ）を用意していますので，これを使用してワールドファイルを作成することによ

り，背景図に地理座標を付加できるようになっています。 

背景図に地理座標を付加するには？【概略】 

本システムが用意している２つの「ワールド座標作成支援プログラム」を使用します。 
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１つめは，背景図に対して，2 地点の画像上のピクセル座標（図郭左上を原点とします）

とその地点の地理座標（平面直角座標系上のメートル座標値）をそれぞれ指定して，背

景図の地理座標（ワールドファイル）を作成します。このためには，予め地理座標が既

知となっている 2 地点が必要となります。三角点などを参照したり，地形図から読み取

ったり，GPS 機器があればそれで実際に測量するなどして，予め求めておきます。 

これに対して，2 つめの支援プログラムは，地理座標が設定されている（ワールドファ

イルが作成済み）の背景図を元に，これから地理座標を付加しようとする背景図の間で，

対応する 2 地点を指定することで，地理座標（ワールドファイル）を作成します。1 つ

めプログラムにおいて既知の地理座標情報として，別の地理座標付き背景図を使用する

バージョンのプログラムと理解いただければよいでしょう。 

ワールドファイル作成支援プログラム：WldMakerについて【概略】 

本プログラム（WldMaker）は地図画像データの座標情報として ESRI 社の GIS ソフ

ト（ArcGIS シリーズ）で使用されているワールドファイルの作成を支援します。対象と

なる地図画像データとしては，都市計画図や国土基本図などの紙地図や空中写真を元に

した画像データ等を想定しています。なお，画像ファイル形式は，ビットマップ形式

(*.bmp)，JPEG 形式（*.jpg），TIFF 形式（*.tif）に対応しています。 

本プログラムでは，地図座標として大縮尺（1/500～1/5000）の地図で用いられている

平面直角座標系と呼ばれる原点からの距離をｍ（メートル）単位系で表す座標系を標準

としています。都市計画図などでは，下図のように通常は四隅に図郭の地理座標が記載

されていますので，この座標値を利用します（下記の例では，座標値は km 単位になっ

ています）。 

 

 
図10 地形図の例 

 

空中写真などでは，道路や建物のように特定が容易な地点の座標をパソコン用の地図

ソフト（たとえば Super Mapple digital 等）から読み取る，GPS を用いて直接現場で測

量するなどの方法で座標値を取得します。 

本プログラムでは，緯度・経度の度分秒形式の座標値を平面直角座標系の座標値に変

換して利用することができます。 

WldMakerの使用方法【操作】 

トップメニューの初期設定シートから「背景図地理座標情報作成」を選択・クリック

します。すると以下のような，WldMaker の起動画面となります（図 11）。 
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図11 WldMakerの起動画面 

 

 

基本的な作業手順は次のようになります。 

①左上の「画像の読み込み」ボタンをクリックして，対象となる地図画像データを指

定して画面に表示させます。画面下のステータスバーには，画像サイズとファイル名が

表示されます。また，地点Ａの画像座標として右上（0，0）が，地点Ｂの画像座標とし

て，左下（画像の幅 – 1, 画像の高さ – 1）がセットされます。 

なお，都市計画図などの地図画像で，余白部分が削除してあり，四隅の座標がわかっ

ている場合には，以下の②③の手順を飛ばして④に進んでください。 

②地図画像上で座標を参照する地点をクリックして，画像上の位置を「画像座標」ボ

ックスに表示させます。表示位置はスクロールバーで動かすことができます。また，上

部にあるトラックバーで画像の表示倍率を 1/10～10 倍の間で変更することができます。

ただし，等倍以外では表示位置の移動時の反応が遅くなります。細かな位置合わせ，ス

クロールボックスと呼ばれるドラッグ可能な部分で調整してください。スクロールバー

両端の矢印ボタンによる移動量は大きめに設定（画像の 1/20）しています。 

③「地点Ａに複写」または「地点Ｂに複写」ボタンで，画面下側の「画像座標」ボッ

クスに複写します。 

④対応する参照地点Ａ，Ｂの地図の座標値を「地図座標」ボックスに直接入力します。 

⑤「ワールドファイルの計算」ボタンをクリックして，「1 ピクセルの長さ」と「基準

点（左上）の座標」を計算させます。 

⑥「ワールドファイルの出力」ボタンをクリックして，ワールドファイルを作成しま

す。ワールドファイルは地図画像ファイルと同じフォルダに作成されます。また，ファ

イル名は画像ファイル名の拡張子だけを変えたファイル名になります（地図画像ファイ

ル読み込み時にセットされます）。この拡張子は，元の画像形式によって異なります。 
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図12 WldMakerによる地理座標作成状況 

 

地図座標を緯度・経度形式で取得している場合は，前記④の地図の座標値の入力手順

が以下のようになります。 

⑦「測地系の選択」を行います。本プログラムでは世界測地系を標準としていますが，

地図ソフトや GPS の設定によっては，日本測地系での数値となっている場合があります

ので注意してください。 

⑧「平面直角座標系の選択」を行います。府県名によって座標系を選択してください。 

⑨緯度，経度の数値を「地図座標 緯度・経度」ボックスに直接入力してください。

入力後「↓変換」ボタンをクリックすると「地図座標（平面直角座標系）」のボックスに

変換された座標値が出力されます。 

⑩変換した地図座標を「地点Ａに複写」または「地点Ｂに複写」ボタンで，画面左下

の「地図座標」ボックスへ複写してください。 

この後のワールドファイル作成の手順⑤⑥は同じです。 

⑪作業を終えたら「終了」ボタンでプログラムを終了します。 

測地系の簡易変換について 

測地系の簡易変換は，平面直角座標系で世界測地系と日本測地系間の座標値の変換を

行うオプション機能です。座標変換後に一度だけ実行でき，「地理座標（ｍ）」ボックス

の座標値を直接書き換えます。アンドゥ機能はありませんので，間違えて実行した場合

は，再度「↓変換」ボタンで座標変換を行ってください。UTM 座標系で変換した場合に

は使用できません。 

座標値の計算は，座標系毎に設定した基準点での位置関係を元にオフセットを行って

います。したがって，数ｍ程度の誤差が生じる可能性があります。基準点は基本的に原

点を用いていますが，原点が海上にある一部の座標系（3～6，11 系）では経度を変更し

て，陸上に基準点を移してオフセットする距離を計算しています。 
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画像の簡易編集機能について 

画像の簡易編集には，画像サイズを小さくして扱いやすくするために，画像の縮小と

トリミング（切り出し）を行う機能，それと画像の傾きを補正する(画像を回転させる)

機能があります。 

地図画像データを読み込むと画像の下の「簡易編集」のチェックボックスが使用でき

るようになり，チェックボックスを選択すると，「縮小」「トリミング」「傾き補正」

のボタンが有効になります。 

 

 

図13 画像の簡易編集機能が利用可能な状態 

 

(1)縮小 

画像全体の縮小画像を作成します。縮小率の指定にはフォーム左上にある画像表示用

のトラックバーを使用します。したがって，縮小率は 1/2～1/20 の選択になります。 

(2)トリミング 

画像から矩形領域を切り出して新たな画像を作成します。切り出す領域は，フォーム

左下の地点 A，B の画像位置の座標を使用します。上記②③の作業手順で領域を指定し

てください。切り出しは等倍で行い，画像表示のスケール（縮小・拡大）は反映しませ

ん。 

(3)傾き補正 

画像の傾きを補正して新たな画像を作成します。回転する角度は，右下のワールドフ

ァイルのグループ中にある「傾き（度）」のボックスで指定します。回転方向は，反時

計回りです。-360～360 の間で数値を指定してください。小数点以下も指定できます。

この傾きの数値は，「ワールドファイルの計算」ボタンをクリックした時に，指定した

２地点の画像の座標位置と地理座標の角度のずれを計算して更新されます。 

画像表示のスケール（縮小・拡大）は反映しません。回転により生じる余白部分は，

黒で塗りつぶされます。画像が大きい場合には，処理に若干の時間を要します。 

傾き補正の実行後は，新規画像に自動的に切り替わるようになっています。 

作成される新規画像について 

ファイル名は，簡易編集の右にあるテキストボックスで指定します。標準では「元の

ファイル名＋_c＋拡張子」がセットされます。指定したファイル名のファイルが既にあ

る場合は，保存の際に注意を促すメッセージボックスが出ます。新規画像は，元画像と

同じフォルダに作成されます。 

保存時の画像形式は，標準では元のファイルと同じ形式ですが，ファイル名の拡張子

を変更することで，BMP 形式(.bmp)，JPEG 形式(.jpg)，TIFF 形式(.tif)に変更すること

ができます。 

縮小，トリミングの場合に新規画像で作業を続ける場合は，「画像の読み込み」ボタ

ンで改めて読み込んでください。 

以上で，WldMaker による地理座標情報作成は終わりです。 

ワールドファイル作成支援プログラム２：WldMaker2について【概略】 

本プログラム（WldMaker2）は，先に説明した WldMaker（p.16）と同様に，地図画
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像データの座標情報として ESRI 社の GIS ソフト（ArcGIS シリーズ）で使用されてい

るワールドファイルの作成を支援します。 

新たな座標情報の作成には，既に座標情報が設定されている画像ファイルを利用しま

す。すでに地理座標を伴った画像ファイルがある場合に，それを参照しながら対応する 2

地点を指定するだけで，簡単にワールドファイルを作成できます。 

WldMaker2の使用方法【操作】 

トップメニューのその他シートから「背景図座標作成（既存図参照）」を選択・クリッ

クします。すると以下のような WldMaker2 の起動画面となります。 

基本的な作業手順は次のようになります。 

 

 

図14 ワールドファイル作成支援プログラム２の起動画面 

 

 

①左上の「画像 1 の読み込み」ボタンをクリックして，これから座標情報（ワールド

ファイル）を作成しようとする地図画像データを指定して画面に表示させます。画像下

のステータスバーには，画像サイズとファイル名が表示されます。 

②中央上の「画像 2 の読み込み」ボタンをクリックして，すでに座標情報（ワールド

ファイル）を持っている地図画像データを指定して画面に表示させます。この時，対応

するワールドファイルの数値が画面下部に表示されます。ワールドファイルが無い場合

には，「ワールドファイルがありません」と注意するメッセージボックスが表示されます。

ワールドファイルが無い場合でも作業はできますが，その場合は地理座標ではなく，画

像の座標での位置合わせとなります。 

③まず地点Ａの位置をそれぞれの地図画像で表示させ，画像上で該当位置をクリック

します。画像 1 では画像の位置，画像 2 では画像の位置の地理座標がボックスに表示さ

れます。画像の表示位置はスクロールバーで動かすことができます。細かな位置合わせ

は，スクロールボックスをドラッグして調整してください。スクロールバー両端の矢印

ボタンによる移動量は画像の約 1/2 となっています。 

また，上部にあるトラックバーで画像の表示倍率を 1/10～10 倍の間で変更することが
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できます。ただし，等倍以外では表示位置の移動時の反応が遅くなります。 

④地点Ａの指定を終えたら，地点Ｂのチェックボックスをクリックします。現在対象

としている地点のチェックボックスが黄色になりますので，確認して進めてください。

地点Ａと同様に，両方の画像でもう 1 つの対応地点を指定します。 

⑤地点Ａ，Ｂともに指定が終えたら，「ワールドファイルの計算」ボタンをクリックし

て，「1 ピクセルの長さ」と「基準点（左上）の座標」を計算させます。 

Ｘ，Ｙの 1 ピクセルの長さが大きく異なっている場合，地点の指定を間違えている可

能性がありますので，再確認してください。 

また，下部にある「傾き（度）」は，対象画像の位置と参照画像の座標でそれぞれ計算

した角度の違いです。この値が大きい場合は，対象画像が傾いているか，地点の指定の

間違いが考えられますので，再確認してください。 

対象画像の傾きが大きい場合は，「傾き補正」ボタンをクリックして，傾きを補正した

新たな画像を作成します。自動での再読込はしないので，作成した画像を読み込んで，

改めて２地点を指定してください。 

 

 
図15 WldMaker2による地理座標作成状況 

 

⑥「ワールドファイルの出力」ボタンをクリックして，ワールドファイルを作成しま

す。ワールドファイルは地図画像ファイルと同じフォルダに作成されます。また，ファ

イル名は画像ファイル名の拡張子だけを変えたファイル名になります。ファイル名は，

地図画像ファイル読み込み時にセットされ，変更はできません。また，拡張子は元の画

像形式によって異なります。 

⑦作業を終えたら「終了」ボタンでプログラムを終了します。 

補足情報 

・wldmaker2 でのシェイプ形式データの参照について 

本プログラムでは，参照情報として既に地理座標情報を持つ画像データを想定してい

ますが，ESRI 社の GIS ソフト（ArcGIS シリーズ）で使用されているシェイプ形式のデ

ータを画像の代わりに利用することができます。「参照画像の読み込み」でファイルの
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形式を「シェイプファイル」に切り替えることで選択できるようになります。 

対応するシェイプファイルは，ポリゴンまたはライン形式のデータで，一度に表示で

きるデータは１つだけです。画面には青い線で描画され，拡大・縮小も可能です。 

・CAD データについて 

本プログラムでは，図面作成に用いられる Autodesk 社 AutoCAD 等の CAD ソフトで

使用されている DXF 形式のデータを対象としたワールドファイルが作成できます。 

この DXF 形式のデータは画像データではなく，地図を構成する線や点の座標情報が記

述されたテキスト形式のデータです。ワールドファイルを利用して座標値を変換するた

め，表示される図の上側が北ではなく，傾きがある場合でも利用することができます。 

CAD データのワールドファイルは，地図画像データとは形式が異なり，CAD 上の点

Ａの座標が(Cxa, Cya)，点Ｂの座標が(CXb, Cyb)で，参照画像での点Ａの座標が(Mxa, 

Mya)，点Ｂの座標が(MXb, Myb)とすると下記の形式となり，拡張子は.wld です。 

 

Cxa, Cya Mxa, Mya   （CAD データと地図座標の数値との間はスペース区切り） 

Cxb, Cyb Mxb, Myb 

 

なお，本プログラムでは，画像位置を左上原点の座標としていますが，CAD データは，

左下原点の座標となっています。ワールドファイルに保存される値は，CAD 上の座標に

変換した値となっており，画面に表示される値とは異なります。 

また，ワールドファイルの計算で出力される 1 ピクセルの長さや基準点の座標の情報

は利用されません。 

FAQ 

Ｑ．TIFF 形式の画像の読み込み時にエラーメッセージが表示される。 

Ａ．TIFF 形式にはいくつかの圧縮形式があり，lzw 形式で圧縮された TIFF ファイル

は読むことができません。指定した場合には「Cannot load image. The compression 

scheme is not support for TIF/TIFF files. 」というエラーメッセージが表示されます。

グラフィックソフト等で加工した場合に，この lzw 圧縮形式で保存される場合がありま

す。Packbits 形式，Uncompressed 形式で保存してください。 

Ｑ．どのくらいのサイズまでの画像が使用できるのか。 

Ａ．本プログラムを利用する PC のメモリ容量によって変わりますが，メモリ容量 1GB

の PC で 15,000×12,000 程度の画像が利用できるようです。 

画像サイズが大きい場合「システムリソースが足りません」「このコマンドを実行する

のに十分な記憶域がありません。」といったメッセージボックスが表示されます。 

 

以上で，WldMaker2 による地理座標情報作成は終わりです。 
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圃場図作成 

圃場図（シェイプファイル）とは？【概略】 

本システムでは，圃場を管理する際，視覚的に把握しやすいように，「圃場図」と呼ば

れる「圃場の形」を抜き出して実際の配置と同様に 2 次元に並べた専用の地図を使用し

ています。この地図は，圃場の「形」を表現していることから「シェイプ形式」と呼ば

れ，この形式のデータを保存しているファイルのことを「シェイプファイル」と呼んで

います。このファイル形式は，GIS（地理情報システム）ソフトウェアの提供元の一つで

あるエスリ社が提唱し採用しているファイル形式で，GIS 分野で広く普及している形式

です（図 16）。 

 

 
図16 シェイプファイルの表示例 

国土地理院数値地図2500「空間データ基盤」中国より字界，道路，内水

面，公共建物を抽出・シェイプ変換し，近畿中国四国農業研究センター

周辺を，ArcGIS9にて抜粋表示したもの 

 

この図からは分かりにくいかもしれませんが，シェイプ形式では，地形上の情報は，

ベクトル情報として表現されており，地点（ポイント），線（ライン，ポリライン），面

（ポリゴン）などがあります。 

本システムでは，圃場区画を面（ポリゴン）として管理しています。また，単なる圃

場形状（ポリゴン）を並べただけでは，圃場周辺の状況が分かりにくいため，背景に地

形図や航空写真のディジタルデータ（背景図）を重ねて表示して，見やすくしています

（図 17）。 

 

 

図17 本システムの圃場図表示例 
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圃場図を作成するには？【概略】 

本システムを使用して，シェイプ形式の圃場図を作成するには，予め背景図として，

圃場一筆ずつの形状が識別できるような大縮尺の地形図（1/2,500～1/5,000 程度）また

は航空写真の画像データを用意し，地理座標を付加しておく必要があります。地理座標

の付いた背景図の作成手順については，「背景図の作成」（p.5），「背景図座標作成」（p.14）

を参照してください。 

地理座標付きの背景図を用意できると，本システムの「圃場図作成支援プログラム」

を用いて，背景図に表示されている圃場区画をトレースしながら，圃場区画のシェイプ

ファイル（圃場図）を作成することができます。 

次に，その具体的な操作方法を説明しています。 

圃場図作成支援プログラム：ShapeMaker 

ShapeMakerの起動【操作】 

トップメニューの初期設定シートから「圃場図（シェイプ）作成・編集」を選び左ク

リックしてください。これにより，本システムの「圃場図作成支援プログラム」

（ShapeMaker）が起動し，以下のような初期画面が表示されます。 

 

 

図18 圃場図作成支援プログラムの起動画面 

 

ShapeMakerの特長【概略】 

ShapeMaker は，本システムで使用する圃場図シェイプファイルを作成する専用ソフ

トウェアで，本システムが必要とするいくつかのシェイプ属性情報項目（フィールドと

作成したシェイプ毎のフィールドレコード）も，圃場形状の作成と同時に追加できるよ

うになっています。 

また，外注で圃場形状だけシェイプ形式に変換した場合でも，属性情報の追加をこの
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ShapeMaker で後から行うといったこともできるようになっています。 

さらに，圃場の合筆や分筆，転用などにより，圃場利用の変更があった場合に，既存

の圃場図シェイプを読み込んで，該当圃場を削除し新たな圃場を追加することで，圃場

図の更新を行うこともできます。本システムを初めて導入する際には外注で圃場図を作

成した場合でも，それ以降の一部圃場の更新といった作業は，この ShapeMaker で行う

ことができます。 

ShapeMakerによる圃場図作成【操作】 

背景図の読み込み 

ShapeMaker を用いて圃場図を作成するには，まず，地理座標が付いた背景図を

ShapeMaker に読み込みます。 

 

 

１．メインメニューから「ファイル」→「開く」→「背景図」を選択・実行するか，ツ

ールバー上の「 （背景図を開く）」ボタンを左クリックします。 

 

 

 
図19 背景図読み込みメニュー（上）・ボタン（下）の選択・実行 

 

２．「背景図ファイルの選択」画面で，読み込む背景図ファイルを選択します。 

 

 

図20 背景図ファイルの選択 
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以上の操作で，指定した背景図が読み込まれ左側ペイン内に表示されます。 

 

 
図21 背景図を読み込んだ画面例 

背景図に，国土地理院空中写真CCG-1X-C16-No.58尾道（2005年6月13･1

4日撮影）10μ写真画像から，近中四農研周辺を抜き出して使用してい

る例です。 

 

平面直角座標系の選択 

次に使用する「平面直角座標系」を選択します。 

 

 

ツールバー内の「平面直角座標系」と表示されたコンボボックスの▼ボタンをクリッ

クし，表示される 19 の座標系の中から適切な座標系を選択します。 

 

 
図22 平面直角座標系の選択 

 

 

ここでいう「適切な」とは，背景図の作成時に指定した，背景図に付いている平面直

角座標系という意味です。背景図作成時およびここでの座標系選択を正しく行わないと，

出力されるシェイプファイルの属性フィールド”LAT”，”LON”（それぞれ緯度，経度を表

しています）を正しく計算できません。 

選択時には，座標系の番号とともに，都道府県名やおおよその地域名が表示されるの

で参考にしてください。特に，長崎，鹿児島，沖縄，東京，北海道の場合は複数の座標

系に分かれますので注意が必要です。正確な座標系情報を得るには，国土地理院のサイ

ト（http://www.gsi.go.jp/）などを参照してください。 
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このコンボボックスが有効になっていない場合は，図 22 にあるように，ツールバー内

の「 」（ポリゴン編集）ボタンをクリックして反転表示状態（ポリゴン編集モードが

有効な状態）にします。 

測地系の選択 

背景図の場合と同様，測地系も正しく選択します。日本の場合は「測地成果 2000」と

呼ばれる測地座標系の変更が 2002 年（平成 14 年 4 月 1 日測量法改正）に行われて以降，

それ以前の測地系「日本測地系」と 2002 年以降の「世界測地系」の 2 種類の測地系があ

り，今後後者に一本化されていく予定ですが，「日本測地系」で作成されている地形図や

数値データなどもまだ残っています。 

このため，読み込んでいる背景図に付加されている測地系を，ここで指定します。 

 

 

ツールバー内の「測地系」と表示されたコンボボックスの▼ボタンをクリックし，表

示される「日本測地系」と「世界測地系」のいずれかを選択します。 

 

 
図23 測地系の選択 

 

以上で，圃場図を作成する準備が整いました。いよいよ，マウス等のポインティング

ディバイスを使用して，一筆ずつ圃場区画を指定していきます。 

なお，平面直角座標系の選択と同様，測地系選択用コンボボックスも，ポリゴン編集

モードでないと有効になりません。無効の場合はツールバー内の「 」（ポリゴン編集）

ボタンをクリックして反転表示状態（ポリゴン編集モードが有効な状態）にします。 

背景図表示の調整 

次に，圃場区画を入力しやすいように，背景図の表示状態を調整し，これから入力し

ようとする圃場が，左ペイン内にほぼ一杯になるようにします（図 24）。 

 

 

１．表示の拡大・縮小には「 （任意ズーム）」ボタンや「 （ズームイン）」，「 （ズ

ームアウト）」ボタンを選択して，背景図上でマウスを操作（ドラッグまたはクリッ

ク）します。 

２．表示の移動には「 （移動）」ボタンを選択して，画面をドラッグしながら目的の

圃場を適切な位置（ペイン内中央）に持っていきます。 

 

 

ボタン選択によるそれぞれの操作モードは，左クリック・右クリックで相補的な動作

をするようになっています。また，シフトキーを組み合わせることでも相補的な動作を

します。 
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図24 圃場区画入力する圃場を適切に拡大表示した例 

（画面ほぼ中央になるよう表示した圃場の区画をこれから作成します） 

 

圃場区画形状のトレース 

次に，圃場区画をトレースして圃場区画を表すポリゴン（多角形）データを作成しま

す。 

 

 

１．ツールバー内の「 」（ポリゴン編集）ボタンと「 」（ポリゴン作成）ボタンをこ

の順にクリックして選択します。 

 

 

図25 ポリゴン編集・作成ボタンの選択状態 

（圃場区画を作成する際はこの図のようになっている必要があります） 

 

２．圃場区画を作成しようとする圃場外周上の最初の頂点にマウスカーソルを合わせ左

クリックします（図 26(a)）。 

３．次の頂点にマウスカーソルを移動して合わせ左クリックします（図 26(b)）。 

（この時，黒色のラバーバンドが表示されます）。 

４．３を繰り返し，最後の頂点で左ボタンをダブルクリックします（図 26(c)）。 

 

→ →  

(a) 開始点の指定   (b) 中間点の指定       (c) 終了点の指定 

図26 圃場区画頂点の指定 
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（開始点～中間点は左クリックで，終了点だけダブルクリックで指定します） 

５．背景図上で左クリックし圃場区画を確定します（図 27）。 

 

 
図27 トレースされた圃場区画 

（この状態では圃場区画はまだ未確定です） 

 

最後の頂点でダブルクリックすると圃場区画頂点の指定（トレース）を終了し，今指

定した圃場区画が背景図の上に赤い縁取りのハッチ掛けで表示される同時に，右上のペ

インには薄緑色で圃場区画形状と頂点番号が表示されます（図 27）。 

画面左下のステータスバー内に赤色表示されているように，この状態で，左クリック

すれば確定，右クリックすれば破棄して再入力できる状態に戻ります。 

頂点をうまく指定できなかったり，最後のダブルクリックに失敗して，余分な頂点が

作成されてしまったりした場合には，この状態から右クリックして，今入力した圃場区

画を破棄し，再度入力し直します。頂点を指定している途中で失敗した場合（位置がず

れた場合など）も，一旦ダブルクリックして頂点指定を終了し，続けて右ボタンをクリ

ックしてそれまでの頂点指定を破棄し再度入力し直します。 

圃場属性情報の入力 

圃場区画の頂点指定が終了して，圃場区画を確定すると，圃場属性の入力画面が表示

されます（図 28）。 

 

 
図28 圃場属性の入力画面 
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ここで，「水張り面積」，「ID（圃場コード）」，「地番」，「氏名（圃場所有者）」を入力し

ます（「地番」と「氏名」は今入力しなくても後で入力することもできます）。「ID（圃場

コード）」には自動的に連番値（作成順の通し番号）が設定されますが，必要に応じて変

更できます。また，ID（圃場コード）は数値である必要はありません。 

入力が終わったら，最後に「OK」ボタンを押して，最終的にこの圃場区画の入力を完

了します。 

すると以下のように，最終的に確定された圃場が明るい緑色で背景図上に表示され，

入力が確定したことが分かります。また，右ペインの「ポリゴン情報」欄には，今作成

した圃場区画（ポリゴン）の特徴情報として，頂点数やその座標，圃場区画の中心座標

（緯度経度値も含めて）などが表示されます。同時に「シェイプ情報」欄には，登録済

みの圃場区画数がレコード数として表示されます（図 29）。 

 

 

図29 入力確定した圃場の画面表示 

 

以上で，一つの圃場区画の入力・ポリゴンシェイプの作成が終わりました。続けて，

次の圃場を入力していきます。 

なお，属性値入力画面（図 28）で「キャンセル」ボタンを押すと，ここで入力した圃

場属性値だけでなく，圃場区画形状も破棄されます。この場合，再度，圃場区画形状か

ら入力し直すことになります。 

圃場図（シェイプファイル）への保存 

これまでの作業で入力された圃場区画（ポリゴンシェイプ）は，まだディスク上のフ

ァイルには保存されていません。このまま PC の電源を切ったりすると，今まで入力し

てきた圃場区画情報は失われてしまいます。また，作業中の事故（停電など）に備える

意味でも，頻繁に圃場区画のデータを保存するようにします。 

 

 

１．メニューバーの「ファイル」→「保存」または「名前を付けて保存」を選択・実行

するか，ツールバー上の「 」（保存）ボタンをクリックします。 
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図30 圃場図（シェイプ）保存メニュー・ボタンの選択・実行 

 

２．保存ファイル名が未指定の場合は以下の「シェイプファイル保存」画面が表示され

るので，保存するファイル名を指定します。 

 

 
図31 保存するファイル名の指定 

（この例では”test”と入力しています） 

 

３．最後に「保存」ボタンをクリックします。 

 

以上の操作により指定したシェイプファイルへの保存が行われます。既存のファイル

名を指定した場合には，上書きするか否か確認を求められます。 

圃場図（シェイプファイル）の読み込み 

ShapeMaker では，作成済みの圃場図（シェイプファイル）や作成途中の圃場図を読

み込んで，そこに新たな圃場区画（ポリゴンシェイプ）を追加したり，既存の（ファイ

ル内に保存されている）圃場区画を削除したりすることができます。 

ここでは，先ほど保存した”test”というシェイプファイルを読み込んでみます。 

 

 

１．メインメニューから「ファイル(F)」→「開く(O)」→「シェイプ(S)」を選択・実行

するか，ツールバー上の「 」ボタンをクリックします（図 32）。 

２．シェイプファイルの指定画面でファイル名を選択・指定します（図 33）。 

３．「開く」ボタンをクリックします。 
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図32 圃場図読み込みメニュー・ボタンの選択・実行 

 

 
図33 読み込む圃場図（シェイプファイル）の指定 

 

以上の操作で，指定したシェイプファイルが読み込まれ，以下のように，さきほど作

成・保存した圃場が，今度は薄灰緑色（半透明）で表示されます（図 34）。 

 

 
図34 圃場図（シェイプファイル）を読み込んだ画面例 

 

 

薄灰緑色の表示は，その圃場区画がシェイプファイルとして保存されている（保存済

み区画が読み込まれている）ことを示しています。この状態から，新たな圃場区画（ポ

リゴンシェイプ）の追加ができますので，作業途中からの再開や，既存圃場図への区画

の追加・修正などを行うことができます。 
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圃場区画（ポリゴンシェイプ）の情報表示 

ツールバーから「 」（シェイプ情報表示）ボタンを選択し，作成済み（薄灰緑色表示）

の圃場区画（ポリゴンシェイプをクリックすると，右ペインに選択したポリゴンの形状

や頂点番号，包含矩形座標や中心座標（平面直角座標系と緯度・経度座標系），頂点座標，

属性値などが表示されます（図 35，図 36）。 

これにより入力済みの圃場区画（ポリゴンシェイプ）の属性を含めた情報を表示・確

認できます。 

 

 
図35 シェイプ情報表示 

  

(a) 頂点座標一覧           (b) 属性値一覧 

図36 ポリゴン情報表示 

 

圃場区画（ポリゴンシェイプ）の削除 

シェイプファイルに保存済みの圃場区画（薄灰緑色表示）は削除できます。これに対

し，新規に作成しただけでまだ保存していない圃場区画（明るい緑色表示）は一旦シェ

イプファイルに保存するまでは削除対象とはなりません（保存しないまま終了すれば結

果として削除されたことになります）。 
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１．保存済みの圃場区画(ポリゴンシェイプ)を削除するには，まずポリゴン編集モード

（「 」ボタンが反転表示されている状態）で「 （ポリゴン選択）」ボタンをクリ

ックします（ポリゴン選択モード）。 

 

 
図37 ポリゴン選択モード 

 

２．削除したい圃場区画を左クリックして選択します。 

３．ツールバー上の「 （ポリゴン削除）」ボタンをクリックします（図 38）。 

 

 

図38 圃場区画（ポリゴンシェイプ）の削除 

（選択されている圃場区画は太い赤色の輪郭線で表示されます） 

 

４．削除確認画面で「はい」をクリックします。 

 

 
図39 削除確認 

 

 
図40 削除された圃場区画の表示例 

（削除された圃場区画は暗い灰緑色で表示されます） 

 

 

削除されたポリゴンは暗い灰緑色表示に変わり，削除された圃場区画であることを示

します。この圃場区画は以後（ファイル保存するまで）選択することはできますが，削
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除（編集）対象にはなりません。 

 

 

この状態で圃場図（シェイプ）ファイルに保存すれば，削除された圃場は保存されな

いので，結果的にシェイプファイルから指定した圃場が削除されたことになります。こ

のため，既存圃場区画を削除する場合は，削除操作後にファイル保存する必要がありま

す。 

 

圃場区画（ポリゴンシェイプ）の分割 

シェイプファイルに保存済みの圃場区画（薄灰緑色表示）については，直線 2 分割す

ることができます。なお，作成しただけで未保存の区画（明るい緑色表示）は，一旦保

存・再読み込みするまでは分割できません。 

 

 

１．削除の場合と同様にして，分割したい圃場区画（ポリゴンシェイプ）を選択します

（ポリゴン編集モードのポリゴン選択ボタンが選択された状態（図 37）で圃場を左

クリックします）。 

（この時，圃場分割ボタンが有効となります） 

２．圃場分割ボタン（ ）をクリックします。 

 

 
図41 シェイプ分割ボタンの押下 

 

３．選択した圃場区画（ポリゴン）を直線 2 分割するようにラインを引きます。分割ラ

インを引くには，始点にマウスカーソルを合わせ左クリックし，次に終点にマウス

カーソルを合わせ左ダブルクリックします（図 42）。 

 

 

図42 圃場区画の直線2分割 

（分割したい位置で区画を跨ぐように直線を引きます） 

 

以上の操作で圃場区画が指定された位置（直線）で 2 分割されます（図 43）。 
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図43 分割された圃場区画 

（分割後，ポリゴン選択し直した画面例です） 

 

 

分割実行時の確認画面に表示されるように，分割された 2 つの圃場区画には属性情報

が設定されていません。必要に応じて引き続き属性情報を入力します。 

 

 

図44 圃場区画分割時の確認メッセージ 

 

圃場区画（ポリゴンシェイプ）の結合 

シェイプファイルに保存済みの圃場区画（薄灰緑色表示）については，複数の区画を

一つの区画に結合することができます。なお，新規に作成しただけで未保存の区画（明

るい緑色表示）は，一旦保存・再読み込みまたは更新するまでは結合できません。 

 

 

複数の区画を結合した際に凹部が生じるような場合は，凸包処理により凹部が包絡され

るのでご注意下さい（凹→□）。 

 

 

１．ポリゴン選択モードで結合する最初の圃場を選択します。 

２．ポリゴン結合ボタン（ ）をクリックします。 

 

 

図45 シェイプ（区画）結合ボタンの押下 

 

３．最初に選択した圃場区画の内部を起点として，結合したい圃場区画と交わるように

矩形領域をドラッグします。 

（マウスボタンを放すと圃場指定が終了します） 
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図46 結合する圃場区画の指定例 

 

４．ドラッグを終了すると結合する圃場区画情報が表示されるので，確認して［OK］ボ

タンをクリックします。 

 

 

図47 圃場結合の確認画面 

 

５．結合された圃場区画についての注意事項が表示されるので確認して［OK］ボタンを

クリックします。 

 

 

図48 圃場結合後の注意事項画面 

 

圃場属性編集は次で説明しています。 
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圃場区画（ポリゴンシェイプ）属性情報の編集 

新規に圃場区画（ポリゴンシェイプ）を作成した場合と同様に，作成済みの圃場区画

の属性情報を編集・入力できます。 

 

 

１．ポリゴン選択モードで目的の圃場区画を選択します。 

２．ポリゴン属性編集ボタン（ ）をクリックします（図 49）。 

 

 
図49 圃場属性編集ボタンの押下 

 

３．「属性値編集」画面で必要な属性情報を入力します。 

 

 
図50 選択した圃場区画に対する属性情報入力画面例 

 

圃場区画形状（頂点）の編集 

シェイプファイルに保存済みの圃場区画（薄灰緑色表示）については，頂点を編集（追

加・移動・削除）することで形状を変更することができます。なお，新規に作成しただ

けで未保存の区画（明るい緑色表示）は，一旦保存・再読み込みまたは更新するまでは

形状編集はできません。 

 

 

１．ポリゴン選択モードで形状編集しようとする圃場区画を選択します。 

（画面右上の圃場形状詳細欄に選択圃場が表示されます） 

 

 
図51 圃場選択画面 
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頂点の追加 

２．頂点を追加するには追加したい辺の番号の小さい頂点付近を左クリックします。 

（最寄りの頂点に●印が表示され選択されたことを示します） 

 

 
図52 頂点の選択画面例 

 

３．マウスを右クリックしてコンテキストメニュー（ショートカットメニュー）を表示

し，「頂点追加(A)」を選択実行します。 

 

 
図53 頂点追加ショートカットメニューの実行 

 

４．確認画面が出るので確認し［OK］をクリックします。 

 

 
図54 頂点追加確認画面 

 

以上の操作で選択した頂点と次の頂点を結ぶ返上の中点位置に新たな頂点が追加され

ます。 

頂点の移動 

５．頂点を移動するには，移動したい頂点付近で左クリックして目的の頂点を選択しま

す（図 52）。 

６．選択された頂点をもう一度左クリックします（図 55）。 

（選択した頂点の最寄りの 2 頂点を結ぶラバーバンドが表示され頂点が移動可能な

状態になります） 
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図55 頂点移動中の画面例 

（移動中は「移動先の点をクリック！」と表示されます） 

 

７．頂点の移動先で左クリックして，移動先を確定します。 

頂点の削除 

８．頂点を削除するには，削除したい頂点付近で左クリックして目的の頂点を選択しま

す（図 52）。 

９．ショートカットメニューから「頂点削除(D)」を選択実行します。 

10．確認画面で［OK］をクリックします。 

頂点編集の確定（終了） 

11．圃場形状（頂点）編集が終了したら，ショートカットメニューから「頂点編集確定

(C)」を選択実行します。 

 

 

図56 頂点編集の確定（終了）メニューの選択・実行 

 

 
図57 圃場形状（頂点）編集結果の例 
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圃場図（シェイプ）ファイルの更新 

ShapeMaker では，追加作成したポリゴンシェイプ（明るい緑色表示），削除したポリ

ゴンシェイプ（暗い灰緑色表示）は，いずれもシェイプファイルに保存されるまでは圃

場図ファイルとしては確定していません。画面表示においても，既存の圃場区画（灰緑

色表示）とは異なった取り扱いとなっています。 

このため，追加した圃場区画や削除した圃場区画を，通常の圃場区画と同じ表示状態

（灰緑色表示）にするには，一旦シェイプファイルに保存して再読み込みする必要があ

ります。 

すでに，シェイプファイルとして作成済みであれば，ツールバー上の「 」（更新）

ボタンをクリックすると，この一連の処理（保存→再読込）を自動的に行うことができ

ます。 

これに対し，シェイプファイルとしてまだ保存していない場合は，保存するファイル

名を最初の 1 度だけ指定する必要があります。 

 

作成済みのポリゴンシェイプ数（圃場区画数）が 1000 個を越えるようになると，更新

のための保存→再読み込みに時間がかかるようになってきます。読み込みが終了するま

でお待ちください。 

属性データの一覧表示と編集 

ShapeMaker では，圃場区画のポリゴンシェイプの属性情報を，テーブル形式で表示

し編集することができます。 

 

 

１．メインメニューから「編集」→「属性テーブル表示・編集」を選択・実行するか，

ツールバー上の「 （属性テーブル表示）」ボタンをクリックします。 

（「属性テーブル」画面が表示されます） 

 

  
図58 属性テーブル表示メニュー・ボタンの選択・実行 

 

２．マウスで編集するセルを選択し（青色反転表示状態）「F2」キーを押すか，または直

接値を入力します。 

３．セル内の編集・入力が終わったら「ENTER」キーまたは「TAB」・矢印キーなどを

押してセル入力を確定します。 
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これらのキー入力ではセル入力の確定と同時に別セルへ移動します。マウスで別のセ

ルをクリックすることでも入力を終了・確定できます。 

 

 

図59 属性編集画面 

 

４．データ型が同じフィールド（列）のデータをコピーするには，「属性間コピー」ボタ

ンをクリックしてひょうじされる「コピーするフィールドの選択」画面で，コピー

元とコピー先のフィールドを指定し「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

図60 フィールド間コピー 

 

５．セルを選択した状態から右クリックして表示されるショートカット（コンテキスト）

メニューで，選択セル内データのコピー＆貼り付けや削除，選択範囲内コピー，緯

度・経度値計算（LAT，LON セル選択時のみ）を行います。 

 

 

図61 属性編集画面のショートカットメニュー 
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６．すべての属性データ値の編集が終わったら，最後に「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

「OK」ボタンをクリックすると編集内容は属性情報に反映されます。「キャンセル」

ボタンをクリックすると編集内容は破棄されます。 

属性フィールド定義の編集 

ShapeMaker では，シェイプ属性フィールド定義を編集（追加・変更・削除）できま

す。 

 

 

１．メインメニューから「編集」→「属性フィールド定義編集」を選択・実行します（図

62）。 

（以下の「属性フィールド編集」画面が表示されます） 

 

 
図62 属性フィールド定義編集メニューの選択・実行 

 

２．「属性フィールド編集」画面で定義を編集します（図 63）。 

 

 
図63 属性フィールド編集画面 

（この画面ではフィールドの追加，削除，変更が可能です） 

 

 

この画面において，各行が一つの属性フィールドを定義しています。フィールド定義

には，フィールド名，データ型，フィールド長，小数桁数の 4 つの項目があります。ま

た，ShapeMaker では「連番」～「条件」の 15 フィールドは既定として定義済みとなっ

ています。 
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すでに属性データ値が登録されている状態で，フィールド定義の変更または削除を行

うと，そのフィールドの入力済みデータ（レコード）はすべて削除されるので，フィー

ルド定義の変更や削除は慎重に行うべきです。可能であれば，属性データ値（レコード）

が 1 件も登録されていない状態で，フィールド定義の変更・削除を行うことをお勧めし

ます。 

これに対し，フィールドの追加は他のフィールドの属性値入力状態に影響ありません

が，追加したフィールド自体はデータ値が一件も登録されていないので必ず属性データ

値を入力します（→「属性データの一覧表示と編集」p.41）。 

DXF形式ファイルの読み込みとシェイプ出力 

ShapeMaker は DXF 形式をはじめとする CAD 形式ファイルを読み込んで表示できま

す。 

 

 

１．メインメニューから「ファイル(F)」→「開く(O)」→「シェイプ(S)」を選択/実行す

るか，ツールバー上の「 」ボタンをクリックします。 

２．「シェイプファイル選択」画面で「ファイルの種類」を「CAD 形式」に変更します。 

 

 

図64 ファイル種類（CADファイル）の選択 

 

３．読み込む CAD 形式ファイルを選択し「開く(O)」をクリックします。 

 

 
図65 CAD形式ファイルの選択画面 

 

以上の操作で，指定された CAD（形式ファイルが読み込まれマップエリアに表示され

ます（図 66）。 

この状態から，「ファイル(F)」→「CAD データをシェイプに保存(D)」を実行すると，

ShapeMaker に読み込んだ CAD 形式データを ESRI シェイプファイルに出力できます

（図 67）。 
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また，保存に先だって，読み込んだ CAD データをヘルマート変換により測量座標系（通

常，CAD 図面内に原点を採ったローカル座標系になっています）から平面直角座標系に

変換しておくこともできます（p.46）。 

さらに，CAD データや読み込んだシェイプファイルの座標値が緯度・経度値である場

合も平面直角座標系に変換できます（p.46）。 

 

 
図66 CAD形式ファイルを読み込んだ画面例 

 

 
図67 CADデータのシェイプ保存メニュー 

 

「CAD データをシェイプに保存(D)」メニューを実行すると，保存するファイル名の

指定画面が表示されるので，これを指定して［保存］ボタンをクリックします。 

 

 

CAD 形式データを保存する際のファイル名は，CAD データのベクトルデータタイプ

に応じてファイルベース名末尾に”_Area”（ポリゴンの場合），“_Line”（ラインの場合），

“_Point”（ポイントの場合），“_Text”（文字の場合）が追加されます。また，保存される

シェイプ形式は順にポリゴン，ライン，ポイント，ラインとなります。 
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ヘルマート変換 

ShapeMaker に読み込んでいるシェイプの座標データに対してヘルマート変換（アフ

ィン変換から変形を除いた特殊例，移動・拡大・縮小・回転が可能）を適用できます。

これにより，たとえば測量座標系から平面直角座標系への変換が可能となります。 

変換に当たっては，2 地点の変換前と変換後のそれぞれの座標系での座標値が必要とな

ります。通常，変換前の測量座標系で座標値と，変換後の平面直角座標系での座標値が

分かっている必要があります。 

 

 

１．メインメニューから「編集(E)」→「座標変換パラメータ作成(H)…」を選択・実行

します。 

２．「座標変換パラメータ作成」画面で変換前と変換後の対応する 2 地点の座標値をそれ

ぞれ入力します。 

 

 

変換元座標についてはメイン画面ツールバー上の「 （地点１）」または「 （地点

２）」ボタンをクリック後，マップ上のそれぞれの地点をクリックして指定することもで

きます。 

 

 
図68 座標変換パラメータ作成画面 

 

３．［計算］ボタンをクリックします。 

 

以上の操作で，ヘルマート変換が実行されます。 

緯度経度値から平面直角座標値への変換 

ShapeMaker に読み込んでいるシェイプの座標値が緯度経度値の場合（例えば，GPS

測量で作成したシェイプファイルを読み込んだ場合），これを平面直角座標値に変換でき

ます。 
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１．座標系・測地系を設定した上で「編集(E)」→「緯度・経度→平面直角変換(D)」メニ

ューを選択・実行します。 

２．「緯度・経度→平面直角座標変換確認」画面で「はい(Y)」をクリックします。 

 

 
図69 緯度経度→平面直角座標変換実行確認画面 

 

 

読み込まれている座標値が日本周辺の緯度・経度値でない場合は平面直角座標系を適

用できないので座標変換は行われません（警告画面が表示されます）。 

緯度経度値から UTM座標値への変換 

ShapeMaker では，緯度経度値を保持するシェイプを UTM 座標値を保持するシェイ

プへ変換できます。 

 

 

１．予め座標系として UTM 座標系を選択します。 

 

 
図70 UTM座標系の選択 

 

 
図71 UTMゾーン番号の指定 

 

 

・UTM ゾーン番号の指定で，正のゾーン番号は北半球（北緯），負のゾーン番号は南半

球（南緯）の指定となります。 

・平面直角座標系への変換と異なり，UTM 座標系への変換は高緯度地帯（80°以上）を

除く全球で実行可能です。 

 

２．メインメニューから「編集(E)」→「緯度・経度→UTM 変換(U)」を選択・実行しま

す（図 72）。 

３．「緯度・経度→UTM 座標変換確認」画面で「はい(Y)」をクリックします。 
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図72 「緯度・経度→UTM変換」メニューの選択・実行 

 

 
図73 緯度経度→UTM変換実行確認画面 

 

支援プログラムの呼び出し【操作】 

ShapeMaker から，背景図地理座標（ESRI ワールドファイル）を作成する「WldMaker」

「WldMaker2」，SIMA 形式および DXF 形式ファイルから圃場図用シェイプファイルを

作成する「Sima2Shp」，「DxfConv」を呼び出して実行できます。 

 

 

メインメニューから「ファイル(F)」→「ラスタ座標値設定(W)」または「ラスタ座標

値設定（既存図参照）(2)」，「SIMA→シェイプ変換(T)」，「DXF→シェイプ変換(C)」を選

択実行します（図 74）。 

 

 
図74 「ファイル(F)」メニュー内の支援プログラム呼び出しメニュー 
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それぞれ，WldMaker，WldMaker2，Sima2Shp，DxfConv を呼び出して実行します。

WldMaker，WldMaker2 については「ワールドファイル作成支援プログラム：WldMaker

について」（p.16）を参照してください。 

Sima2Shp 

Sima2Shp は，測量機器メーカの業界団体で測量データを記述する標準書式として定

義されている SIMA 形式ファイルから，圃場図用のシェイプファイルを作成します（図

75）。 

起動すると，以下のような画面が表示されるので，変換元となる SIMA ファイル名を

指定し，「実行」ボタンをクリックします。 

 

 
図75 Sima2Shpプログラム画面 

 

Sima2Shp プログラムは，SIMA 形式で使用されているデータの内，画地データ（D

データ），画地データの構成点（B データ），各構成点の座標値（A データ）を変換しま

す。他のデータ形式は変換しません。 

また，Sima2Shp は ESRI ArcInfo Generate（AIG）形式ファイルからシェイプファ

イルを作成する機能もあります。 

Sima2Shp の起動画面で，「AIG ファイル作成」をチェックすると，以下のような拡張

画面が表示されます。 

 

 
図76 Sima2Shp（AIG変換モード）画面 

 

ここで，AIG 形式ファイルを指定するか，画面右側のテキストボックスエリアに AIG

形式文字列を入力（貼り付け）します。 

以下の例では，GoogleMaps を利用して AIG 情報を作成する Web アプリケーション

PolygonMaker（http://www.finds.jp/pmaker/pmaker.html）で作成した AIG 文字列を

ブラウザからコピー・ペーストしています。 
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図77 Sima2ShpによるAIG形式読み込み画面例 

 

さらに読み込んだ AIG 情報が緯度経度値で地点情報を表現している場合は，平面直角

座標系への変換を指定できます。 

 

 
図78 緯度・経度座標変換指定画面例 

 

最後に［実行］ボタンをクリックして，AIG 情報から ESRI シェイプファイルを作成

します。シェイプファイルは，変換元のファイルと同じフォルダ内に作成されます。 

DxfConv 

DxfConv は AutoCAD（AutoDesk 社製）で採用されている DXF 形式（テキスト版の

み，バイナリ版には非対応）から ESRI シェイプファイルに変換します。ただし，DXF

形式で格納されているデータはすべてラインシェイプに変換されます。圃場区画等のポ

リゴンについても複数のラインに変換されるので注意が必要です。 

DXF 形式のエリア情報をシェイプのポリゴンに変換したい場合は，ShapeMaker 本体

の DXF 読み込み機能を利用してください（p.44）。 

DxfConv を起動すると，以下の「DXF データ変換プログラム」画面が表示されるので，

変換元の DXF ファイル名を指定し，「実行」ボタンをクリックします。 
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図79 DxfConvプログラム画面 

 

 

DXF 用のワールドファイル（拡張子”wld”）があれば「座標変換」チェックボックス

が有効になり，これをチェックすることで地理座標に変換されたシェイプファイルを生

成できます。 

その他の機能【操作】 

GPX－シェイプ変換 

GPSセンサによる緯度経度情報交換書式の一つであるGPX（GPS Exchange Format）

形式ファイルを，ポイントおよびラインシェイプファイルに変換できます。 

 

 

１．メインメニューから「ファイル(F)」→「GPX データを開きシェイプに保存(G)」を

実行します。 

 

 

図80 GPX変換メニュー 

 

２．GPX ファイル名を選択します。 

 

以上の操作で，指定された GPX ファイルが読み込まれ，緯度経度値を持つポイントシ

ェイプファイルおよびラインシェイプファイルに変換・保存されます。この後，必要に

応じて「緯度経度→平面直角座標変換」（p.46）を行い，再度シェイプファイルに保存し

ます。 
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図81 GPXファイル読み込み例 

 

圃場地図の印刷 

マップ画面に表示されている圃場地図（背景図・圃場図）を印刷できます。 

 

 

１．予め，プリンタ設定（「ファイル(F)」→「印刷設定(U)」）や印刷プレビュー（「ファ

イル(F)」→「印刷プレビュー(V)」）を実行して印刷状態を確認します。 

２．「ファイル(F)」→「印刷(P)」メニューを選択・実行するか，ツールバー内の「印刷」

ボタンをクリックします。 

 

 
図82 印刷関連メニュー 

 

 
図83 印刷関連ツールボタン 

 

 
図84 印刷プレビュー画面例 
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圃場地図の新規作成 

「ファイル」→「新規作成」メニューまたは「 」（新規）ボタンをクリックすると，

読み込んでいる背景図，圃場図，作成中の圃場区画（ポリゴンシェイプ）などをすべて

削除して，ShapeMaker を起動した直後の状態に戻します。この際，未保存のデータが

ある場合は保存確認が表示されますので，必要に応じてシェイプファイルに保存します。 

新規作成が可能な状態になると，以下のように①ポイント，②ライン，③ポリゴンの

内，どのシェイプを作成するか選択する画面が表示されるので，これを選択します。

ShapeMaker 起動時は常に③のポリゴンが選択された状態です。 

 

 

図85 作成するシェイプ選択画面 

 

画面表示切り替え 

「表示」メニューにある「シェイプレイヤ」，「背景シェイプレイヤ」，「イメージレイ

ヤ」，ツールバーにある「 」（シェイプ表示）ボタン，「 」（イメージ表示）ボタンは，

それぞれ圃場区画（ポリゴンシェイプ）表示の有無，背景図（画像イメージ）表示の有

無を切り替えます。 

また，同じ「表示メニュー」の「イメージレイヤを下へ」，ツールバーの「 」ボタ

ンは，圃場図の後に背景図を読み込んで背景図が前面に表示されている場合に，背景図

を圃場図の背面に移動するために使用します。 

 

 
図86 「表示(V)」メニュー 

 

画像表示と回転ズレ補正 

ShapeMaker では背景図に使用する画像ファイルを表示して確認すると同時に画像の

回転ズレ（画像の東西南北方向が画面上の水平 X 軸・垂直 Y 軸方向と一致していない状

況）を補正できます。 

この補正では「画像が歪んでいない」という前提の下に，画像上の 2 地点のピクセル
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座標と対応する地理座標を使用してヘルマート座標変換係数から回転ズレ角度を算出し

ています。 

 

 

１．ShapeMaker 起動後，座標系（図 22）・測地系（図 23）を選択し，ヘルマート変換

係数算出画面を表示しておきます（図 68）。 

２．メインメニューから「ファイル(F)」→「開く(O)」→「画像ファイル(I)」を選択・

実行するか，ツールバー上の「 」ボタンをクリックします（図 87）。 

３．読み込む画像ファイルを選択・指定します（図 88）。 

４．「開く」ボタンをクリックします。 

  （画像が読み込まれ，サブフォームが開いて表示されます（図 89）） 

５．画像表示ツールバー内の「 地点 1」ボタンをクリックします（図 90）。 

  （以降，マップ上でクリックした地点のピクセル座標がヘルマート座標変換係数算

出画面の「地点 1－変換元座標」に転送されます） 

 

 

 

図87 画像ファイルを開く（上：メニュー，下：ツールバーボタン） 

 

 

図88 画像ファイルの選択 
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図89 画像表示・編集フォーム表示例 

 

 

図90 地点モードの選択 

 

６．マップ上で地点 1 を表示しクリックします。 

  （ピクセル座標が転送されます） 

 

  

図91 対応地点の指定と転送されたピクセル座標 

（地点1，地点2をそれぞれマップ上でクリックして指定） 

 

７．同様にして地点 2 のピクセル座標を指定します。 

８．座標変換係数作成画面で，地点 1，地点 2 に対応する地理座標を入力します。 
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図92 対応する地理座標値の入力例 

（この例では３系の平面直角座標値） 

 

９．座標変換係数作成画面の「計算」ボタンをクリックします。 

  （ヘルマート変換係数が算出され，画像表示画面内の「回転角度」欄に補正に必要

な回転角度値が転送されます） 

10．画像画面の「 」（回転実行）ボタンをクリックします。 

  （指定された角度で画像が回転されます） 

 

 

図93 回転角度値算出・転送例 

 

 

図94 画像回転実行 
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以上の操作で画像回転ズレを補正するための回転変換が実行されます。 

図 94 は回転補正を行った例です。補正前の図 89 と比較すると反時計回りに回転して

いるのが分かります。この場合の回転角度は約４°です（図 93 の角度値から分かります）。 

この補正後の画像はまだファイルに保存されていません。引き続き，メイン画面の「フ

ァイル(F)」メニューから「名前を付けて画像を保存(G)」を選択・実行し（図 95），保存

する画像ファイルの形式およびファイル名を指定して保存します（図 96）。 

 

 
図95 画像保存メニューの選択・実行 

 

保存可能な画像ファイル形式は TIFF（1,4,8,32 ビット・無圧縮），JPEG，Windows

ビットマップ（1,4,8,24 ビット・無圧縮），GIF，PNG となっています。ただし，GIF，

PNG については背景図用の画像ファイルとしては利用できません（表示コンポーネント

が対応していないためです）。 

 

 

図96 保存する画像ファイル・形式の指定 

 

破損したシェイプファイルの修復 

シェイプファイルは 3 つのファイルから構成されており，”*.shp”（メインファイル）

と”*.dbf”（属性ファイル）に保存されているシェイプレコードはファイルの先頭から順

に並んでいます。”*.shx”（インデックスファイル）にはメインファイルのレコードイン
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デックスが保存されています。 

通常，これらの 3 ファイルが正しく保存されていれば問題ありませんが，希に正しく

保存されていないことがあります。このような破損シェイプファイルに対して，

ShapeMaker には①インデックスファイルが破損している場合と，②メインファイルと

属性ファイルとの間でレコード数に不一致がある場合の修復機能があります。 

シェイプインデックスの修復 

圃場図（シェイプ）ファイル読み込み時にインデックスファイルに異常があるとメッ

セージが表示されます。この場合「ファイル(F)」→「シェイプインデックス再構築(R)」

メニューが有効になります。 

これを実行すると，異常なインデックスファイルを破棄し，正常なメインファイルに

基づいてインデックスファイルを再構築します。 

メイン－属性ファイルの整合性修復 

シェイプファイルのメインファイルと属性ファイルは先頭から順にシェイプレコード

が同じ数だけ並んでいます。圃場図（シェイプ）ファイル読み込み時にこの対応関係に

問題があるとメッセージが表示されます。さらにこの対応関係の破損状況を調べるため

には，メインメニューから「編集(E)」→「ポリゴン－属性整合性チェック(I)」を実行し

ます。 

異常が見つかった場合は，異常が検出されたレコード番号が表示されるので，このレ

コード番号に基づいて「ファイル(F)」→「ポリゴン番号を指定して保存(B)」を実行し，

異常が検出されたレコード番号より前（小さい値）の正常なレコードを保存します。こ

れにより，完全な修復は困難ですが，可能な限り正常な部分を保存することができます。 

ヘルプおよびプログラム情報の表示【操作】 

メインメニューから「ヘルプ (H)」→「トップを開く (C)」を選択・実行すると

ShapeMaker のヘルプを表示できます。 

 

 
図97 ヘルプの表示 

 

また，「ヘルプ(H)」→「バージョン情報(A)」を実行すると ShapeMaker のバージョン

情報や改版履歴を表示・確認できます。 
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図98 バージョン情報表示 

 

ShapeMakerの終了【操作】 

ShapeMaker を終了するには，メインメニューから「ファイル」→「終了」を選択・

実行するか，ツールバー上の「 」ボタンをクリックします。 

未保存のデータがある場合には，保存確認がありますので，必要に応じてシェイプフ

ァイルに保存した後，終了します。 

 

  

図99 ShapeMakerの終了 

 

 
図100 未保存データの保存確認 
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〔メモ〕 
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付 録 

シェイプファイル仕様 

本システムで使用している圃場図用のシェイプファイルは，ESRI 社提唱のシェイプ形

式であり，シェイプ（拡張子”.shp”），インデックス（拡張子”.shx”），属性（拡張子”.dbf”）

の 3 ファイルから構成されています。 

圃場図に使用しているシェイプは「ポリゴン（シェイプタイプ:5）」で，圃場区画形状

の表示とユーザ選択時のターゲットとして使用しています。 

シェイプ属性（”*.dbf”）は，既定値として以下のフィールドを使用しています。 

 

表1 本システムの圃場シェイプ属性フィールド定義一覧 

フィールド名 1) 
データ型 2) 

（DBF 定義） 
内  容 

連番（※） LONG（N8） 
圃場シェイプの通し番号。すべてのポリゴンシェ

イプに重複なく付与します。 

X_COORD（※）

3) 

DOUBLE

（F19.3） 

圃場シェイプ（ポリゴン）の中心座標 X（m） 

（平面直角座標系，メートル単位） 

Y_COORD（※）

3) 

DOUBLE

（F19.3） 

圃場シェイプ（ポリゴン）の中心座標 Y（m） 

（平面直角座標系，メートル単位） 

LAT（※） 
DOUBLE

（F19.8） 

圃場シェイプ（ポリゴン）の中心緯度（°） 

十進小数点形式度単位 eg. 35.341256 

LON（※） 
DOUBLE

（F19.8） 

圃場シェイプ（ポリゴン）の中心経度（°） 

十進小数点形式度単位 eg. 134.383894 

地積 
DOUBLE 

（F9.1） 
圃場の登記上の面積（平方メートル単位） 

水張面積（※） 
DOUBLE

（F9.1） 
圃場の作付面積（平方メートル単位） 

ID4) TEXT（C20） 圃場毎に一意の圃場コード（形式は任意） 

地番 TEXT（C20） 圃場の地番 

氏名 TEXT（C40） 圃場を所有する農家名 

収穫日 TEXT（C11） 収穫計算結果が入ります 

田植え日 TEXT（C11） 田植え計算結果が入ります 

代掻き日 TEXT（C11） 代掻き計算結果が入ります 

受託日 TEXT（C11） 受託日条件設定が入ります 

条件 TEXT（C11） 作業期間条件設定が入ります 

！網掛け部分のフィールドは作業計画計算プログラム（”分散圃場システム.exe”）で使

用されます。 

注 1)フィールド名はこの表の通りとしてください。アルファベットは半角です。また，

（※）が付された項目は必須項目なので，フィールドとともに個々の圃場に対応し

たレコード（データ値）も必ず入力しておく必要があります。他のフィールドは定

義だけあれば，データ値は入力しなくてもかまいません。 

注 2)括弧内は DBF ファイルのフィールド定義で指定されるデータ型指定文字 1 文字
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（CNFDLM）と「フィールド長．小数点桁数」を表しています。 

注 3)圃場の中心座標（X,Y）の X 座標は東西（経度）方向，Y 座標は南北（緯度）方

向の値を入力します。国土地理院による平面直角座標系の定義とは，X,Y 軸の定義

（緯度・経度割り当て）が入れ替わっていますので注意してください。 

注 4)「ID」項目は PMS 内では「圃場コード」として取り扱われます。 

 

 

〔メモ〕 

 

 

  



 

－63－ 

問い合わせ先 

本システムを使用していて，お気づきの点等ありましたら，巻末（奥付）記載の E-mail

アドレスまたは本システムのサポートサイト<http://www.aginfo.jp/PMS/>内の Q&A 掲

示板にて，お問い合わせください。 

その際，お問い合わせ内容に応じて，利用状況・環境や操作手順，画面状況などの詳

しい情報も添えてください。 
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〔メモ〕 
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〔メモ〕 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業計画・管理支援システム（PMS）【.NET 版】 

圃場地図作成ガイド  2011 年 11 月版（3 版 1 刷） 

 

2011 年 11 月 4 日発行 

独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 農業情報統合利用プロジェクトチーム 

（中央農業総合研究センター情報利用研究領域／近畿中国四国農業研究センター営農・環境研究領域） 

TEL 029-838-8986 

FAX 029-838-8551 

E-mail lais@naro.affrc.go.jp 

Mailing-list pms_net@ml.affrc.go.jp 

ML-wiki https://ml-wiki.sys.affrc.go.jp/pms_net/ 

URL http://www.aginfo.jp/PMS/ 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

      

中央農業総合研究センター／近畿中国四国農業研究センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PMS－圃場地図作成ガイド 

【3 版 1 刷（2011 年 11 月）】 


